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三
月
十
八
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
横
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ま
と
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
も
密
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

と
ま
と
ス
タ
ッ
フ
一
同

　

日
、
一
日
と
暖
か
く
な
り
、
菜
の
花
や
桜
の

花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
び
、
陽
気
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
天
気
の
良
い
日
に
は
外
に
出
て
、
胸
い
っ

ぱ
い
空
気
を
吸
い
込
み
、
野
原
を
駆
け
回
り
た

く
な
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
元
気
良
く
、
春
を
探
し
に
お
外
に

飛
び
出
し
ま
せ
ん
か
！

　

さ
て
、
い
ち
ご
の
広
報
誌
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
無
事
に
第
二
号
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
年
度
末
と
介
護
保
険

改
正
が
重
な
っ
て
難
産
で
し
た
が
、
広
報
委
員

が
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
以
外
か
ら
各
階
一
名

ず
つ
、
計
三
名
が
推
薦
さ
れ
、
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
た
お
か
げ
で
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
　
　

事
務
所
担
当　

富
松　

勲

　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
担
当　

原
口
ミ
ヤ
子

　
　
　

二
階
担
当　

小
川　

千
鶴
子

　
　
　

三
階
担
当　

石
丸　

芳
裕

　
　

以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
今
後
活
動
し
て
い
き

　

ま
す
の
で
、
取
材
等
の
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ

　

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
に
心
待
ち
し
て
い
た
だ
け
る
様
な
広
報

誌
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！い

ち
ご
広
報
委
員
一
同

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
　

と　

ま　

と

[

い
ち
ご]

の
温
泉
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

！

♨

編　

集　

後　

記

　

「
い
ち
ご
」の
一
階
の
お
風
呂
に
は
平
成
十
七
年
十

月
よ
り
ア
ク
ア
ス
の
天
然
温
泉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

湯
上
り
後
は
、
お
肌
が
つ
る
つ
る
・
す
べ
す
べ
、
湯
冷
め

し
な
い
と
好
評
で
す
。

切
り
傷
、
や
け
ど
、
慢
性
皮
膚
病,

虚

弱
児
童
、
慢
性
婦
人
病
、
神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、
運
動

麻
痺
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
、
打
ち
身
、

く
じ
き
、
痔
、
慢
性
消
化
器
病
、
冷

え
性
、
病
後
回
復
期
な
ど
。

効　能

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は

　

認
知
症
の
方
が
、
家
庭
的
な
環
境
の

中
で
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
生
活
す
る
た
め
の
住
居
で
す
。

いい湯だな～
　いい湯だな～
　　　　♯♪
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デイサービスセンターいちご
便り

デイサービスい
　　ちごでは日替
わりでレクリェー
ションを行ってお
ります。制作、外
出、ビデオ鑑賞、
おやつ作り、ショッ
ピング、機能訓
練を兼ねた歌や
体操などなど・・・

＜誕生会＞

おめでとうございます。

いつまでもお元気で

　　いて下さい。

一緒に作って食べた

お昼ごはんはとっても

美味しかったですネ

【だご汁会、水炊き会】

《お花見》　風浪宮・大川公園

湯気の向こうに
　　笑顔がいっぱいでした

＜制作＞

よっ!!

　鍋奉行！

いちご大福のレシピいちご大福のレシピ
（１０個分）

材料
　こしあん 200g　いちご 10粒
　白玉粉 150g　砂糖 70g　水 200cc
　食紅ごく少量　溶き水ごく少量
　片栗粉適量

作り方
・いちごは、ヘタを取り、大きいものは半分に切

　る。
・餡は水気が多くて緩いものなら、火にかけて　
　水分　を飛ばす。
・餡を10等分する。
１　いちごを餡で包む。
２　耐熱容器に白玉粉、砂糖を入れて水200cc　
　を少しずつ加えヘラでよく混ぜる。
３　ごく少量の溶き水で溶かした食紅を混ぜ、　
　蓋をして電子レンジで2分かけたら、ヘラでよ　
　く混ぜ、もう一度電子レンジで8分かけ、また　
　よくこね練り混ぜる。
＊加熱後、水分が飛びすぎてボソボソになって
　しまったら、熱湯を少量ずつ、生地がネットリ　
　するまでこね混ぜる。
４　生地を片栗粉の上に取り出し、手に片栗粉
　をつけ10等分する。
５　生地が暖かいうちに、丸く薄く伸ばし、いち　
　ごを包んだ餡を置いて、包み込んでいく。
＊皮の端を少しずつ引き伸ばし、口を閉じて掌
　で転がして丸める。
＊生地が冷えてしまうと、伸びが悪くなるので　
　手早く作業する。

デイサービスのフロアーに桜の花を咲かせました

みんなでいちご大福いちご大福を作りました

一
年
の
慶
は
元
旦
に
あ
り
。

平
成
十
八
年
新
春
、
風
浪
宮

へ
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。

今
年
も
無
病
息
災
、
元
気
で

過
ご
せ
る
様
に
一
年
の
幸
福

を
祈
願
し
ま
し
た
。

左
義
長

左
義
長

さ
ぎ
っ
ち
ょ

さ
ぎ
っ
ち
ょ

３
階
３
階

２
階
２
階

一
月
十
四
日
と
て
も
寒
い
日
で
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
で
門
松
、
し
め
飾
り
等
を

燃
や
し
ま
し
た
。

パ
ー
ン
パ
ン
と
竹
の
燃
え
る
音
と
煙

に
の
っ
て
、
年
神
様
は
帰
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。

か
っ
ぽ
酒
お
い
し
か
っ
た
で
す
ね
！

新 入 職 員 紹 介

大
木
あ
や
美

（
パ
ラ
ソ
ル
）
さん

江
口
秋
恵

（
ゆ
と
り
ろ
）

さん

柳
川
水
の
園
へ
さ
げ
も
ん
見
学

天気がよい日は近所を散歩

近所のお堀へアヒルへ会いに…
み
ん
な
で

豆
ま
い
て

鬼
退
治

し
ま
し
た

鬼は外～
　　福は内～!!

入
居
者
様
お
一
人
お
一
人
の

幸
せ
を
願
い
、
温
か
い
心
で

笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。

一
日
一
日
が
楽
し
い
と
思
え

る
様
な
介
護
・
援
助
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ひなたぼっこひなまつりさげもん見学

ユ ニ ッ ト 紹 介

成
人
式
を
迎
え
た

職
員
と
一
緒
に

パ
チ
リ
！

みんな集まってお茶会みんな集まってお茶会

入
居
者
・
家
族
・

職
員
に
と
っ
て　

家
庭
の
よ
う
な　

あ
た
た
か
い　
　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を

目
指
し
ま
す
。

今
回
は
『
み
の
り
』
さ
ん

で
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

古
川
英
樹

初
詣
初
詣


